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土質調査業務特記仕様書 

１ 概要 

事 業 名 尼崎市新図書館整備等事業 

工事場所 尼崎市南武庫之荘 3 丁目 37 

計画建物 図書館 構 造 基本設計にて選定 

２ 調査期間 

設計業務期間内に別途指示する期間 

３ 調査項目 

ボーリング 16 ｍ × 2 箇所 （試験一覧参照） 

乱さない試料採取   1 箇所 

標準貫入試験 標準は１．０ｍごと 

室内土質試験 物理試験 試験一覧参照 

 力学試験 試験一覧参照 

原位置試験 孔内載荷試験   1 箇所 

 現場透水試験   1 箇所 

※ボーリング位置・深度及び試料採取にあたっては、土質の状況を適切に判断し、計

画建物設計に必要なものを実施すること。 

※管理事務所、倉庫及び屋外トイレについては、必要に応じて、スクリューウエイト

貫入試験を実施すること。調査数量は、建物隅角部及び中央部を基準とし、面積 20

㎡〜30 ㎡につき１箇所を目安とする。また、深さは調査可能深さ（N＝10〜20 程

度）までとする。ただし、ボーリング調査の結果が活用できる場合は、省略しても

よい。 

４ 実施要領 

⑴ボーリングは、№１より実施し、予定深度まで進んだ時点で、監督員に連絡すること。 

参考ボーリング図と著しく異なる場合は、監督員の指示に従うこと。 

⑵ボーリング孔は、調査終了後に閉鎖し、その後の工事に支障なき様処理し、転落の危険

を防止すること。 

５ 報告書 

報告書には、一般的事項の他、地盤の圧密状況・沈下の可能性・液状化・杭のネガティ

ブフリクション、水平抵抗について記述する。 
６ その他 

425番地ほか
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調査位置の地盤高さは、ＫＢＭ及び最寄の水準点より測定のこと。 
調査に先立ち施工計画書を作成し、監督員の承諾を得ること。 
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土質調査業務仕様書 

第１章 共通事項 

一般事項 
1.適用範囲 特記事項以外は、本仕様書及び地質・土質調査業務共通仕様書

（案）令和６年３月２９日版（国土交通省）による。 
2.設計図書 設計図書とは、図面及び仕様書（現場説明書及び現場説明に対す

る質問回答書を含む。）をいう。 
3.現場代理人 調査の性質上、現場代理人は現場管理者（地質調査業者登録規程

でいう。）とする。 
4.疑義に対する処置 設計図書に明記のない場合又は疑いを生じた場合は、監督員の指

示を受ける。 
5.官公署等への手続
き 

調査に必要な官公署への手続きは、速やかに行う。 

6.調査のための設備 給水、排水、ガス、電気等の調査のための設備については、受託
者の負担とする。 

7.調査の実施 ⑴ 調査地点、調査内容及び調査数量は特記によるものとし、調
査の順序、方法、ベンチマークについては、監督員の指示に
よる。 

 ⑵ 設 計 深 度 到 達 前 に 目 的 を 達 し た と き 、 当 該 深 度 に 達
し て も 調 査 目 的 を 達 し え な い 時 、 予 想 外 の 障 害 で 調
査 の 続 行 が 不 可 能 な 時 は 監 督 員 に 報 告 し 、 指 示 を 受
け る 。  

 ⑶ 現 場 の 状 況 並 び に 業 務 の 執 行 状 況 に よ り 、 や む を 得
ず 当 該 調 査 内 容 の 変 更 を す る と き は 、 監 督 員 の 指 示
を 受 け る 。  

8.立ち合い 監督員の立会は、次の場合に行う。 
 ⑴ 調 査 の 着 手 、 完 了 及 び 調 査 中  
 ⑵ 設 計 図 書 に 定 め ら れ た 場 合  
 ⑶ 監 督 員 が 特 に 指 示 し た 場 合  
9.中間報告 各 段 階 の 調 査 、試 験 が 終 了 し た 場 合 は 、 結 果 を 整 理 し 、 速

や か に 報 告 す る 。  
10.検査 監 督 員 の 検 査 は 、 次 の 場 合 に 行 う 。  

 ⑴ 設計図書に定められた場合 
 ⑵ 監 督 員 の 指 示 し た 工 程 に 達 し た 場 合  
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11.調査地点の表示 調査地点には、頭部に黄色のペイントを塗布し、調査番号を記し
た角杭を設置する。 

12.後片付け 現場作業終了後は、監督員の指示により、ボーリング孔の埋め戻
し、清掃等の跡片付けを行う。 

13.提出書類 受託者の提出書類は、次のとおりとする。ただし、建築設計提出
書類と重複及び同書類に記入可能なものは、省略することができ
る。 

 ⑴ 着 手 時 （ 各 ２ 部 ）  
・ 業 務 計 画 書  
・ 工 程 表  
・ 主 任 技 術 者 届 （ 経 歴 書 共 ）  
・ 現 場 管 理 者 届 （ 経 歴 書 共 ）  
・ 使 用 機 械 の 種 類 、 名 称 、 性 能 等  
・ そ の 他  

 ⑵ 完了時（各２部） 
・報告書（本仕様書 第７章による。） 

14.その他 ⑴ 地元関係者への説明、交渉等は発注者又は監督員が行うもの
とするが、監督員の指示がある場合は、受注者はこれに協力
するものとする。 
なお、施工開始前に周辺住民への案内は受注者において行う
こと。 
これらの交渉に当たり、受注者は地元関係者に誠意をもって
接しなければならない。 

 ⑵ 受注者は、土質調査業務実施のため植物伐採、垣、柵等の除
去又は土地もしくは工作物を一時使用する時は、あらかじめ
監督員に報告するものとし、報告を受けた監督員は当該土地
所有者及び占有者の許可を得るものとする。 
なお、第三者の土地への立ち入りについて、当該土地所有者
への許可は発注者が得るものとするが、監督員の指示がある
場合には受注者はこれに協力しなければならない。 
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２ 土質試験 
1.資料の調整  試料調製は、ＪＩＳ Ａ １２０１による。 

2.試験方法 ⑴ 試験方法は次による。 
   

区分 試験項目 試験方法 

物
理
試
験 

土粒子の密度試験 
ＪＩＳ A １２０２ 
（土粒子の密度試験方法） 

土の含水比試験 
ＪＩＳ A １２０３ 
（土の含水比試験方法） 

土の粒度試験 
ＪＩＳ A １２０４ 
（土の粘土試験方法） 

土の液性限界試験 ＪＩＳ A １２０５ 
（土の液性限界・塑性限界
試験方法） 土の塑性限界試験 

＊砂質土の場合は不要 

区分 試験項目 試験方法 

力
学
試
験 

一軸圧縮試験 ＪＩＳ A １２１６ 
（土の一軸圧縮試験方法） 

圧密試験 ＪＩＳ A １２１７ 
（土の段階載荷による 

圧密試験方法） 
透水試験 ＪＩＳ A １２１８ 

（土の透水試験方法） 
三軸圧縮試験 

土質工学会「土質試験法」 
による 直接せん断試験 

（特記による） 
 

 ⑵ 土質試験結果は、土質工学会データシートの様式に準じて整
理する。 
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３ 成果物 
1.提出物 ⑴ 地質調査報告書 ２部 

 ⑵ 土質標本（木箱入） １部 

 ⑶ 柱状図及び配置図（２次原図） １部 

2.報告書の形式及び 
内容 

⑴ 報 告 書 の 大 き さ は Ａ ４ 版 と す る 。  

 ⑵ 報 告 書 の 表 紙 及 び 図 面 に は 、 調 査 名 、 調 査 年 月 日 、 依
頼 主 、 業 者 名 を 明 記 す る 。 報 告 書 の 背 に も 調 査 名 を 明
記 す る 。  

 ⑶ 調 査 概 要 に は 次 の 事 項 を 記 す 。  
・ 調 査 内 容  
・ 調 査 機 器  
・ 調 査 地 の 地 形 、 地 質 的 概 要  
・ 即 応 の 調 査 か ら み た 調 査 地 付 近 の 概 要  

 ⑷ 調 査 結 果 の 整 理  
・ 土 質 柱 状 図  

柱 状 図 に は 、 基 準 点 と の 高 低 関 係 、 地 下 水 位 （ 孔 内
水 位 ） の 他 ボ ー リ ン グ 及 び 標 準 貫 入 試 験 の 結 果 を 、
土 質 工 学 会 デ ー タ シ ー ト の 様 式 に 準 じ て ま と め る 。  

・ 推 定 地 層 断 面 図  
断 面 の 方 向 に つ い て は 、 監 督 員 と 協 議 し て 決 め る 。
な お 、 断 面 図 に は 標 準 貫 入 試 験 結 果 も 併 記 す る 。 地
層 分 類 は 、 日 本 統 一 土 質 分 類 法 に よ る 。  

・ 土 質 試 験 結 果  
土 質 試 験 結 果 は 、 土 質 工 学 会 デ ー タ シ ー ト の 様 式 に
準 じ て 整 理 す る 。  

・ 調 査 結 果 の 考 察  
調 査 結 果 に 基 づ き 、 調 査 地 の 地 質 的 考 察 及 び 構 造 物
の 設 計 、 施 工 上 の 所 見 を 記 入 す る 。  

・ 現 場 写 真 （ カ ラ ー ）  
着 手 前 の 調 査 場 所 及 び 付 近 の 状 況 、並 び に 調 査 状 況・
残 尺 ・ 検 尺 を 撮 影 し 整 理 す る 。  
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第２章 機械ボーリング 

１ 目的 
機械ボーリングは、主として土質及び岩盤を調査し、地質構造や地下水位を確認すると

ともに、必要に応じて試料を採取し、あわせて原位置試験を実施するために行うことを目
的とする。 

 
２ 土質の分類 

土質の分類は、JGS0051（地盤材料の工学的分類方法）によるものとする。ロータリー
式ボーリングを原則とする。 

 
３ 調査等 

１ ボ ー リ ン グ 機 械 
回 転 式 ボ ー リ ン グ 機械 を 使 用 す る も の と し 、所 定 の 方 向 、深 度 に 対し て 十
分 余 裕 の あ る 能 力 を持 つ も の で な け れ ば な らな い 。  

２ ボ ー リ ン グ 位 置 、 深 度 及 び 数 量 
⑴ ボ ー リ ン グ の 位 置・方 向・深 度・孔 径 及 び 数 量 に つ い て は 設 計図 書 に よ る

も の と す る 。 
⑵ 現 地 に お け る ボ ー リ ン グ 位 置 の 決 定 は 、 原 則 と し て 監 督 員 の 立 会 の う え

行 う も の と し 、 後 日調 査 位 置 を 確 認 で き るよ う に し な け れ ば な ら ない 。  
３ 仮設 

足 場 、や ぐ ら 等 は 作 業 完 了 ま で 資 機 材 類 を安 定 か つ 効 率 的 な 作 業 が行 え
る 状 態 に 据 付 る と とも に 、資 機 材 類 に つ い ても 安 全 か つ 使 い や す い位 置 に
配 置 し 、ボ ー リ ン グ や 原 位 置 試 験 等 に 要 す る作 業 空 間 を 良 好 に 確 保す る よ
う 設 置 し な け れ ば なら な い 。  

４ 掘進 
⑴ 孔 口 は ケ ー シ ン グ パ イ プ 又 は ド ラ イ ブ パイ プ で 保 護 す る も の と する  
⑵ 崩 壊 性 の 地 層 に 遭 遇 し て 掘 進 が 不 可 能 に な る 恐 れ の あ る 場 合 は 、 泥 水 の

使 用 、 も し く は ケ ー シ ン グ パ イ プ の 挿 入 に よ り 孔 壁 の 崩 壊 を 防 止 し な け
れ ば な ら な い 。  

⑶ 原 位 置 試 験 、サ ン プ リ ン グ の 場 合 は そ れ に先 立 ち 、孔 底 の ス ラ イ ム を よ く
除 去 す る も の と す る 。  

⑷ 掘 進 中 は 掘 進 速 度 、湧 水・逸 水 量 、ス ラ イ ム の 状 況 等 に 注 意 し 、変 化 の 状
況 を 記 録 し な け れ ば な ら な い 。  

⑸ 未 固 結 土 で 乱 れ の 少 な い 試 料 採 取 を 行 う 場 合 に は 、 土 質 及 び 締 ま り 具 合
に 応 じ た サ ン プ ラ ー を 用 い 、 採 取 率 を 高 め る よ う に 努 め な け れ ば な ら な
い 。  

⑹ 孔 内 水 位 は 、毎 作 業 日 、作 業 開 始 前 に 観 測 し 、観 測 日 時 を 明 ら か に し て お
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か な け れ ば な ら な い 。  
⑺ 岩 盤 ボ ー リ ン グ を 行 う 場 合 は 、 原 則 と し て ダ ブ ル コ ア チ ュ ー ブ を 用 い る

も の と し 、 コ ア チ ュ ー ブ の 種 類 は 岩 質 に 応 じ て 適 宜 使 い 分 け る も の と す
る 。  

⑻ コ ア チ ュ ー ブ は コ ア の 採 取 毎 に 水 洗 い し て 、 残 渣 を 完 全 に 除 去 し な け れ
ば な ら な い 。  

⑼ 掘 進 中 は 孔 曲 が り の な い よ う に 留 意 し 岩質 、割 れ 目 、断 層 破 砕 帯 、湧 水 漏
水 等 に 充 分 注 意 し な け れ ば な ら な い 。特 に 湧 水 に つ い て は 、そ の 量の ほ か 、
必 要 が あ れ ば 水 位 （ 被 圧 水 頭 ） を 測 定 す る も の と す る 。  

⑽ 試 料 を 採 取 す る オ ー ル コ ア ボ ー リ ン グ ※ １ の 場 合 は 、 詳 細 な 地 質 状 況 の
把 握 が 行 え る よ う 、 観 察 に 供 す る コ ア を 連 続 的 に 採 取 す る こ と とす る 。  
試 料 を 採 取 し な い 場 合は ノ ン コ ア ボ ー リ ン グ ※ ２ を 行 う こ と と する 。  
ノ ン コ ア ボ ー リ ン グ 又 は オ ー ル コ ア ボ ー リ ン グ の 適 用 は 特 記 仕 様 書 に よ
る 。  

※ １  オ ー ル コ ア ボ ー リ ン グ と は 、観 察 に 供 す る コ ア を 連 続 的 に 採 取 す る ボ ー リ ン グ で 、試 料 箱

（ コ ア 箱 ） に 納 め 、 採 取 し た コ ア を 連 続 的 に 確 認 し 、 詳 細 な 地 質 状 況 の 把 握 が 可 能 な も の を

い う 。  

※ ２  ノ ン コ ア ボ ー リ ン グ と は 、コ ア を 採 取 し な い ボ ー リ ン グ で 、標 準 貫 入 試 験 及 び サ ン プ リ ン

グ （ 採 取 試 料 の 土 質 試 験 ） 等 の 併 用 に よ る 地 質 状 況 の 把 握 が 可 能 な も の を い う 。  

５ 検尺 

⑴ 予 定 深 度 の 掘 進 を 完 了 す る 以 前 に 調 査 の 目 的 を 達 し た 場 合 、 又 は 予 定 深
度 の 掘 進 を 完 了 し て も 調 査 の 目 的 を 達 し な い 場 合 は 、 監 督 員 と 協 議 す る
も の と す る 。  

⑵ 掘 進 長 の 検 尺 は 、調査 目 的 を 終 了 後 、原 則 と し て 監 督 員 が 立 会の う え ロ ッ
ド を 挿 入 し た 状 態 で 残尺 を 確 認 し た 後 、ロッ ド を 引 き 抜 き 、全 ロ ッ ド 長 の
確 認 を 行 う も の と す る。  

 
４ 成果物 

⑴調査位置案内図・調査位置平面図・土質又は地質断面図（着色を含む） 
⑵作業時の記録及びコアの観察によって得た事項は、地質・土質調査成果電子納品要領

（国土交通省・平成 28 年 10 月）に従い柱状図に整理し提出するものとする。 
⑶採取したコア提出の要否は監督員より指示する。提出が必要な場合は採取したコア

は標本箱に収納し、調査件名・孔番号・深度等を記入する。 
なお、未固結の試料は、1ｍ毎又は各土層ごとに標本ビンに密封して収納するものと
する。 

⑷コア写真は、調査件名、孔番号、深度等を明示して撮影（カラー）し、整理するもの
とする。 
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第３章 サンプリング 

１ 目的 
乱さない試料のサンプリングは、室内力学試験に供する試料を、原位置における性状を

より乱れの少ない状態で採取することを目的とする。 
 
２ 採取方法 

不 攪 乱 試 料 の 採 取 に 使 用 す る サ ン プ ラ ー の 種 類 、サ ン プ ル の 採 取 深 度 は 、特 記
に よ る 。 特 記 な き 場 合 、 サ ン プ ラ ー の 種 類 は デ ニ ソ ン 型 と す る 。  
１ シンウォールサンプリングは、軟弱な粘性土の試料を採取するもので、採取 方法及

び器具については、JGS 1221（固定ピストン式シンウォールサンプラー による土試料
の採取方法）によるものとする。 

２ デニソンサンプリングは、中程度の硬質な粘性土の試料を採取するもので、 採取方
法及び器具については、JGS 1222（ロータリー式二重管サンプラーによる土試料の採
取方法）によるものとする。 

３ トリプルサンプリングは、硬質の粘性土、砂質土の試料を採取するもので、 採取方
法及び器具については、JGS 1223（ロータリー式三重管サンプラーによる土試料の採
取方法）によるものとする。 

 
３ 試料の取扱い 

１ 受注者は、採取した試料に振動、衝撃及び極端な温度変化を与えないように取り扱い
に注意するものとする。ただし、凍結などが必要な場合は、監督員と協議するものとす
る。 

２ 受注者は、採取した試料をすみやかに所定の試験室に運搬するものとする。 
３ 受注者は、採取した試料を運搬する際には、衝撃及び振動を与えないようフォームラ

バー等の防護物を配し、静かに運搬するものとする。 
 
４ 成果物 

成果物は、次のものを提出するものとする。 
⑴採取位置、採取深さ、採取長 
⑵採取方法 
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第４章 サウンディング 

第１節 標準貫入試験 

１ 目的 
標準貫入試験は、原位置における地盤の硬軟や、締まり具合の判定、及び土層構成を 

把握するための試料採取することを目的とする。 
 
２ 試験等 

１ 試験方法及び器具は、JIS A 1219（標準貫入試験方法）によるものとする。 
２ 試験の開始深度は、設計図書によるものとする。 
３ 試験は、原則として１ｍごとに実施すること。ただしサンプリングする深度、本試験

が影響すると考えられる原位置試験深度はこの限りではない。 
４ 打込完了後ロッドは１回転以上してからサンプラーを静かに引上げなければならな

い。 
５ サンプラーの内容物は、スライムの有無を確認して採取長さを測定し、土質・色調・

状態・混入物等を記録した後、保存しなければならない。 
 
３ 成果物 

試験結果及び保存用試料は、JIS A1219（標準貫入試験方法）及び地質・土質調 査成果
電子納品要領（国土交通省・平成 28 年 10 月）に従って整理し提出するものとする。 

 

第２節 スクリューウエイト貫入試験（旧スウェーデン式 サウンディング試験） 

１ 目的 
スクリューウエイト貫入試験（旧 スウェーデン式サウンディング試験）は、深さ 10ｍ

程度の軟弱地盤における土の静的貫入抵抗を測定し、その硬軟若しくは締まり具合又は
土層の構成を判定することを目的とする。 

 
２ 試験等 

１ 試験方法及び器具は、JIS A 1221（スクリューウエイト貫入試験方法（旧スウェーデ
ン式サウンディング試験方法））によるものとする。 

２ 試験中、スクリューポイントの抵抗と貫入中の摩擦音等により土質を推定し、可能な
場合は、土質名とその深度を記録するものとする。 

３ 試験中、目的の深度に達する前までに、礫などにあたり試験が不可能になった場合は
監督員と協議しなければならない。 

４ 試験終了後、地下水が認められた場合は、可能な限り水位を測定し記録するものとす
る。 
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３ 成果物 
成果物は、次のものを提出するものとする。 

⑴調査位置案内図・調査位置平面図・土質又は地質断面図（着色を含む） 
⑵試験結果は、地盤土質工学会記録用紙、報告書用紙の JIS A 1221（スクリューウエイト

貫入試験方法（旧 スウェーデン式サウンディング試験方法））により整理し提出するも
のとする。 

 

第３節 機械式コーン（オランダ式二重管コーン）貫入試験 

１ 目的 
機械式コーン（オランダ式二重管コーン）貫入試験は、軟弱地盤の原位置における土

のコーン貫入抵抗を測定し、土層の硬軟、締まり具合、又はその地盤構成を判定するこ
とを目的とする。 

 
２ 試験等 

１ 試験方法及び器具は、JIS A1220（機械式コーン（オランダ式二重管コーン）貫入
試験方法）によるものとする。 

２ 先端抵抗測定中及び外管圧入中に貫入抵抗が著しく変化する場合には、その深度
においても測定するものとする。 

３ 試験中、目的の深度まで達する前に、礫などにあたり試験が不可能になった場合は
監督員と協議するものとする。 

 
３ 成果物 

成果物は、次のものを提出するものとする。 
⑴調査位置案内図、調査位置平面図 
⑵試験結果は、地盤工学会記録用紙、報告用紙を使用して JIS A1220（機械式コーン

（オランダ式二重管コーン）貫入試験方法）により整理するものとする。 
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第５章 原位置試験 

第１節 孔内載荷試験 

１ 目的 
孔内載荷試験は、ボーリング孔壁に対し、垂直方向へ加圧し、地盤の変形特性及び強度

特性を求めることを目的とする。 
 
２ 試験等 

１ 試験方法及び器具は、JGS 1531「地盤の指標値を求めるためのプレッシャーメータ
試験」及び JGS 3532「ボアホールジャッキ試験」によるものとする。 

２ 試験に際しては目的や地質条件等を考慮して適切な箇所を選定するものとする。 
 
３ 測定 

孔内載荷試験は、等圧分布載荷法又は等変位載荷法によるものとする。 
⑴点検とキャリブレーション 

試験に先立ち、試験装置は入念な点検とキャリブレーションを行わなければならない 
⑵試験孔の掘削と試験箇所の確認 

試験孔の孔壁は試験精度をよくするために孔壁を乱さないように仕上げなければなら
ない。なお、試験に先立って試験箇所の地質条件等の確認を行うものとする。 

⑶試験は掘削終了後、速やかに実施しなければならない。 
⑷最大圧力は試験目的や地質に応じて適宜設定するものとする。 
⑸載荷パターンは試験目的、地質条件等を考慮し適切なものを選ばなければならない。 
⑹加圧操作は速やかに終え、荷重および変位量の測定は同時に行う。測定間隔は、孔壁に

加わる圧力を 19.6KN/m2 ピッチ程度または、予想される最大圧力の 1/10〜1/20 の荷
重変化ごとに測定し、得られる荷重速度〜変位曲線ができるだけスムーズな形状とな
るようにしなければならない。 

 
４ 成果物 

成果物は、次のものを提出するものとする。 
⑴試験箇所、試験方法、地盤状況、測定値 
⑵荷重強度−変位曲線 
⑶地盤の変形係数 
⑷試験の結果は、地盤工学会記録用紙、報告書用紙の JGS 1531「地盤の指標値を求

めるためのプレッシャーメータ試験」及び JGS 3532「ボアホールジャッキ試験」
により整理し提出するものとする。 
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第２節 地盤の平板載荷試験 

１ 目的 
平板載荷試験は、地盤に剛な載荷板を介して荷重を加え、この荷重の大きさと載荷板の

沈下との関係から、応力範囲の地盤の変形特性や支持力特性、道路の路床・路盤などでは
地盤反力係数を求めることを目的とする。 

 
２ 試験等 

試験方法及び試験装置・器具は以下のとおりとする。 
⑴地盤の平板載荷試験は、JGS 1521（平板載荷試験方法）によるものとする。 
⑵道路の平板載荷試験は、JIS A1215（道路の平板載荷試験方法）によるものとする。 
 

３ 成果物 
成果物は、次のものを提出するものとする。 
⑴試験箇所、試験方法、測定値 
⑵地盤の平板載荷試験の結果は、地盤工学会記録用紙、報告用紙の JGS 1521（平板載

荷試験方法）により整理し提出するものとする。 
⑶道路の平板載荷試験の試験結果は、地盤工学会記録用紙、報告用紙の JIS A1215（道

路の平板載荷試験方法）により整理し提出するものとする。 
 

第３節 現場透水試験 

１ 目的 
現場透水試験は、揚水又は注水時の流量や水位を測定し、地盤の原位置における透水係

数及び平衡水位（地下水位）を求めることを目的とする。 
 
２ 試験等 

試験方法及び器具は、JGS 1314（単孔を利用した透水試験方法）によるものとする。 
 
３ 成果物 

成果物は、次のものを提出するものとする。 
⑴調査位置、深さ、調査方法、測定値 
⑵試験結果は、地盤工学会記録用紙 1314 によるものとする。 
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第６章 解析等調査業務 

１ 目的 
１ 解析等調査業務は、調査地周辺に関する既存資料の収集及び現地調査を実施し地質・

土質調査で得られた資料を基に、地質断面図を作成するとともに地質土質に関する総
合的な解析とりまとめを行うことを目的とする。 

２ 適用範囲は、ダム、トンネル、地すべり、砂防調査等の大規模な業務や技術的に高度
な業務を除くものとする。 

 
２ 業務内容 

１ 解析等調査業務の内容は、次の各号に定めるところによる。 
２ 既存資料の収集・現地調査は以下による。 

⑴関係文献の収集と検討 
⑵調査地周辺の現地調査 

３ 資料整理とりまとめ 
⑴各種計測結果の評価及び考察 
⑵異常データのチェック 
⑶試料の観察 
⑷ボーリング柱状図の作成 

４ 断面図等の作成 
⑴地層及び土性の工学的判定 
⑵土質又は地質断面図等の作成。なお、断面図は着色するものとする。 

５ 総合解析とりまとめ 
⑴調査地周辺の地形・地質の検討 
⑵地質調査結果に基づく土質定数の設定 
⑶地盤の工学的性質の検討と支持地盤の設定 
⑷地盤の透水性の検討（現場透水試験や粒度試験などが実施されている場合） 
⑸調査結果に基づく基礎形式の検討（具体的な計算を行うものでなく、基 礎形式の適

用に関する一般的な比較検討） 
⑹設計・施工上の留意点の検討（特に、切土や盛土を行う場合の留意点の検討） 

 
３ 成果物 

成果物は、現地調査結果、ボーリング柱状図、地質又は土質断面図及び業務内容の検討
結果を報告書としてとりまとめ提出するものとする。 

 



標準貫入試験
№1 深度 ｍ （室内土質試験・原位置試験） ※50ｍを越える場合は補正係数あり（2-2-4）
№2 深度 m （室内土質試験）

原位置試験
ボーリング孔内載荷試験    1 箇所 
現場透水試験 1 箇所 

室内土質試験一覧 

№1、№2室内土質試験一覧
記号 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 D9 D10 D11 D12 D13 D14 D15 D16 D17 D18 D19 D20
層厚 3.1 0.7 0.9 0.5 0.8 0.9 1.6 5.0 0.7 2.1
深度 3.1 3.8 4.6 5.1 5.8 6.7 8.3 13.2 13.9 16.0
種類 粘土 粘土 粘土 ﾚｷ 粘土 粘土 ﾚｷ ﾚｷ ﾚｷ 粘土

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇
〇
〇

16.0
16.0

尼崎市新図書館整備等事業

室内試験一覧

圧密試験

土の液性限界試験
土の塑性限界試験

一軸圧縮試験

土粒子の密度試験
土の含水比試験
土の粒度試験

三軸圧縮試験

試験一覧



D1

D2

D3

D4

D5

D6

D7

D8

D9

D10

16.00 0.50-14.57


